
２月の行事予定
12日 (木) 2年授業参観・懇談会・PＴＡ本部役員会
13日 (金) 代表委員会
14日 (土) 町Ｐ発表大会・講演会13:30文化会館
15日 (日) ノーテレビ・ノーゲームデー
16日 (月) 児童朝会
17日 (火) 6年中学校授業体験13:50
19日 (木) 6年スキー教室 3・4年授業参観・懇談会
20日 (金) クラブ活動（最終）
25日 (水) 5,6年授業参観・懇談会（５年生は親子活動）

27日 (金) ６年生を送る会・学校評議員会議

３月の行事予定
2日 (月) 朝会・委員会活動（車椅子贈呈）
4日 (水) 連絡会・6年生感謝のつどい
6日 (金) 式場準備・ＰＴＡ校内美化作業
9日 (月) 給食費引き落とし日

※卒業式は、３月２０日（金）です

保護者の皆様の一言感想文から。
・力強い筆使いに元気をもらいました。
・私自身が勉強になりました。
・６年生の選んだ文字。それぞれの思いがあるようでとても良かっ
たです。

・力作揃いです。２年生は色ぬりでも個性があって楽しい。
・伸びやかで、力強くみねっ子の気質がよく出ている作品です。
・きれいに飾っていただいて、文字に命が宿ったかのように素敵で
いきいきとしていました。子どもたちの魂を感じました。

・皆さん、とてもしっかりとていねいに書いてありました。素直で
元気の良い文字が多数ありました。

・とても力強くみなさん上手です。

花燃ゆ…われもまだまだ燃ゆ

教頭 岩満 憲夫

相撲女子に、カープ女子に、歴女に…。女性はいつも元気ですねえ。

私は歴女ならぬ歴男とまではいきませんが、歴史好きの男です。

今年のＮＨＫ大河ドラマは『花燃ゆ』。皆さんご覧になってますか。

時代は幕末。２００年以上の眠りについていた日本に、北からロシ

アが、南から米英仏などが迫ってきており、まともな対応ができなく

なっていた江戸幕府の権威は失墜。…で、さて、どうする？ 西南雄

藩を中心に百家争鳴。攘夷論を中心として、時代は騒然としていたこ

とでしょう。そんな時代を通り過ぎた一人が長州藩の吉田松陰ですが、

その松陰の妹を主人公にしてドラマは展開していきます。

国防に危機感を持った松陰は、実は脱藩して、おそらく歩きで、津

軽半島まで探索。また、ペリーの黒船に乗り込む、というお騒がせぶ

り。これは当時の国禁でした。最終的には、幕府側が行った「安政の

大獄」と呼ばれる一大粛清にあい、死罪となります。

中途半端な歴男ですので、詳しいことはとてもじゃないが書けませ

ん。また、明治維新を語る意図で書いているわけではありません。と

にかく、ドラマではヒロインの妹もさることながら、松陰の「人とな

り」をどう見せてくれるのか、これからの展開を楽しみにしている私

です。その松陰の辞世の句の一つ。

親思う 心にまさる 親心 今日の音づれ なんと聞くらむ

泣かせますねえ。自分が刑死することを知った親はなんと思うだろ

う、というのですが、自分のことよりも親のことを案ずる松陰という

方の、人としてのやさしさ・誠実さ・立派さを思います。

松陰はわずか３０歳で一生を終えました。実は、幕末から明治維新

期に活躍した志士のほとんどが１０代や２０代の若者でした。多くの

若者が日本の将来を憂い、各地を飛び回っていたのでした。この「も

ぎたての果実のような若者たち」（司馬遼太郎の表現パクリ）のおか

げで今があります。比較するのはどうか…とは思いますが、自分も含

めて、現代の若者や壮年層は何を考えて生きていることでしょう…。

皆様にしても、われわれ教員にしても、老いも若きも、仕事ができ

ることの喜びと使命感を胸に、幕末の志士のごとく、松陰のごとく、

志を高く持って、それぞれの仕事に向き合っていきたいものです。
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ともに学び ひびきあおう
～うごかそう こころとからだ～

2 月の児童数 199人（男子109人 女子90人）
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学校だより

たかみね

１年間でも神奈川県で１校

のみの実施。それが高峰小学

校にやってきました。

「百聞は一見にしかず」とは

このことでしょうか。子ども

たちは大きくて温かい牛にび

っくり。子牛のかわいさに狂

喜。何を感じてくれたことで

しょう。４年生の感想文から、抜粋して紹介します。

・牛の身体はでかいけど、体温（平熱３８、５度）がこんなにあ ると

は思わなかった。しかも、おっぱいまであたたかかった。

・牛が草を食べてのみこんでから、また口にもどして食べるなんて 知

りませんでした。しかも、胃が４つもあるなんて。

・牛が機械でおちちをしぼるときのいたさを指で体験しました。指 が

すいこまれそうでした。牛は毎日しぼられて平気なのかなあ。

・体験をさせてくれた牛は、３びき目の赤ちゃんを産むと聞いたので

がんばって産んでほしいです。

・子牛はお母さんの牛乳を生まれて２，３日しか飲めない。子牛が 少

し飲むだけで、あとの牛乳は私たちが飲むんだなあ。

箕輪辻から「土門」付近にかけて歩道及び道路の一部補修工事が

入ります。作業時間は８：３０～１７：００です。登校時間帯は大

丈夫ですが、下校時間帯は工事していることもあります。誘導係も

つくそうですが、気をつけて歩行してもらいたいと思います。

２６日（月）、毎日おいしい給食を提供してくださっている栄養

士さん・調理員さんに対して、「ありがとう」の気持ちを込めた児

童朝会がありました。１９９名の給食をたったの４人で毎日作って

くださっています。また、その給食が本当においしいんです。子ど

もたちは心から感謝している様子でした。みんなにできることは、

好き嫌いせずなるべく残さず食べること、時間を守って楽しく食べ

ること、おさらやお盆など片付

けをしっかりすること、「モー

モースクール」でも感じたこと

と思いますが、自然の恵みをあ

りがたくいただく気持ちをもつ

ことです。「いただきま-す！」

来年度よりメール配信のやり方が変わります。具体的にはすでに

Ａ３枚両面刷りで配布させていただきました。その文書をお読みい

ただき、早めに登録くださいますようお願いいたします。６年生に

ついては、３月中～下旬頃、登録に関するお知らせが届きます。

なお、これまで緊急の場合などに利用していたクラス連絡網を、

個人情報漏洩防止のためにも、次年度は作成いたしません。携帯電

話をお持ちの方は、もれなく連絡メールの登録をしてくださいます

よう、重ねてお願いいたします。


